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昭和５１年度若宮小学校 （３９年目） ［１９７６年４月～１９７７年３月］ 

 校長 辻   亨校長  教頭 石田 百合子教頭  児童数 1,061人［－３９人］ 

５１． ４． １  石田 百合子教頭着任（神出小教頭より） 

    ４． ９  第３９回 入学式（新入生 １７０名） 

    ５． １  春の運動会 

    ６．１２  自転車教室 

    ６．２４  ５年生グリーンスクール（六甲自然の家）（～２５） 

    ７． ９  プール新設（プール開きの会） 

    ７．２５  ６年生キャンプ（淡路法華寺）（～２６） 

   １０． ３  秋の運動会 

   １０．２９  修学旅行（～３０） 

   １１．１０  天皇在位５０周年記念 （午後休業） 

   １２． ３  映画会（低：ロビンフット 高：宝島） 

５２． １．１１  全校書初め会 

    ２．２６  映画会 

    ３．２４  第３８回卒業式（卒業生 １８９名） 

 

第２１回モントリオールオリンピック（カナダ）が開催され、男子体操団体や女子バレーボールが金メダルを獲得し、日本

中が大変盛り上がった、この昭和 5１年（197６年）3９年目の若宮小学校を振り返ります。 

3９年の若宮小学校の歴史の中で、はじめて女性の教頭先生が着任された年でした。この年は、１７０名の新入生を迎え

たのですが、若宮小学校の児童数が 1,000人を超えるのもこの年を含めてあと 2年になってしまいました。 

   

辻 校長先生                   昭和５１年職員集合写真         回転ジャングル 

  

この年の一番大きな出来事は、若宮小学校に新しくプールができたことです。はじめてのプールは、現在ひまわりホール

がある、学校の西側に作られました。７月９日のプール開きの会には地域の方々もお招きして、盛大に行われました。今では、

学校にプールがないところを探すほうが難しいくらいですが、昭和４０年代以降に創立した学校には最初からプールが作

られたようですが、それ以前の学校は、このように、あとで新設されたようです。ちなみに、この段階で須磨区内には、若宮

小学校を含めて１１の小学校がありました。（以後９の小学校が新設され、だいち小学校が統合の末できました。） 

昭和 5１年の神戸のできごと 
・新神戸トンネル開通［５月 14日］ 

  六甲山を南北に貫く「新神戸トンネル」は、昭和 46 年(1971 年)に着工され、昭和 51 年に完成し、中央
区と北区を結びます。北行きが「新神戸トンネル」7.9 ㎞、南行きが「第２新神戸トンネル」8.1Km とな
っていて、原付二種（51 ㏄～125cc 以下のバイク）が通行できるトンネルとしては日本一長いトンネル
です。（令和 3 年現在） 
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６年生のキャンプは、この年は夏休みに入ってすぐの日曜日から、淡路の法華寺で行われました。淡路島の西側にあるお

寺は、近くに海水浴場もあり、須磨とは違う海でたくさんの思い出を作ったことでしょう。 

   

６年生の修学旅行は、前年と同じく「伊勢・志摩」方面へ行きました。 

   

この頃の行事の中に、「映画会」というものが記録されています。多い時では、年に３回開催した年もありました。今でこ

そ、教室でプロジェクターを通して動画を見ることを、当たり前のようにしていますが、学校で映画が見られるということを、

当時の児童はきっとドキドキワクワクしていたことでしょう。その時の様子の写真は残されていませんが、体育館を暗幕で暗

くして見たのでしょうか。 

この年の運動会も、1,000人を超える人数での開催ですので、運動場には人がいっぱいです。今の校舎と旧校舎の建

つ向きが違いますので、運動場から阪神高速の様子が見えるのは不思議な感じがします。 

 

音楽会も、体育館いっぱいに保護者をお迎えして、盛大に開催されました。 

  

昭和５１年は、昭和天皇の在位５０周年記念行事が１１月１０日（水）日本武道館で行われ、若宮小学校も午後からはお休

みになりました。 


